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【はじめに】

現在日本では透析治療を受けている患者様は約35万人と

言われています。透析患者様は活動量が低下傾向にあり、

健常人と比較し全身持久力等の運動耐容能が約半分 と言

われています。この運動耐容能はQOLや生命予後に密接に

関係するとされています。

透析時運動指導はじめました！

【どんな事をするの？】
リハビリの専門職や看護師による
１．ストレッチ等のコンディショニング

２．筋力トレーニング

３．有酸素運動（仰向け姿勢でのエルゴメーター）

４．日常生活動作指導

²⁾³⁾

¹⁾



【透析時に運動を行うことでどんな効果があるの？】

全身持久力等の運動耐容能、歩行機能、身体的QOLの改善
効果が示唆されており、日本腎臓リハビリテーション学会
「腎臓リハビリテーションガイドライン」にて腎臓疾患に対す
る運動療法が推奨されています。

【どのくらいの時間でやるの？大変なの？】

時間：20～30分/回
頻度：１回以上/週
運動強度：軽く汗ばむ程度
期間：3か月程度

★運動の頻度や強度は患者様の状態に合わせ調整
しながら実施致しますのでご安心ください。

【透析時運動指導の流れ】

初回評価
↓

運動療法開始
↓

最終評価（3か月後）

上記身体評価を行い3か月後に改善度合いや課題
を再評価していきます。

評価内容

①バランステスト
②歩行スピード
③立ち上がり
④日常生活動作状況確認
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透析時運動指導実施後、約8割の方が

バランス・歩行・立ち上がりテストからなる複合的な身体評価において改善

または維持となっています。

期間：2024/10/２ ～ 2024/12/31

対象人数：12名

実施頻度：1回/週

実施時間：20～30分

【当施設における透析時運動指導の実施結果】



¹⁾日本透析医学会「わが国の慢性透析療法の現況」２０２２年末より

2022年末慢性透析療法を受けている患者数は34万7474人。
第1位：糖尿病性腎症（39.5％）

第2位：慢性糸球体腎炎（24.0%）

第3位：腎硬化症（１３．４％）
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